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常任委員会のしごと 令和３年４月
 ～  10月の動き

常任委員会とは？
1
2

議員が分野別のグループに分かれて、市の仕事について、専門的に議論を行うために設置している。
５つの常任委員会で、１年を通じて毎月２回程度、会議や調査を行っている。

審 　  　査　本会議で委ねられた議案や、市民の皆様からの要望である請願・陳情を審査する。
報告聴取   市の仕事について報告を聴取し、質疑や議論を行う。

一 般 質 問　担当分野全般にわたり、現状や将来に向けての方針の確認、政策提案等を行う。
他都市調査　他都市の先進的な事例を調査する。
実地視察   主に市内の施設等の現状を把握する。
参考人意見聴取   委員会の審査に当たり利害関係者や学識経験者等から直接話を聴く。

総務消防委員会（赤阪仁委員長）

文化環境委員会（国本友利委員長）

産業交通水道委員会（椋田隆知委員長）

まちづくり委員会（片桐直哉委員長）

教育福祉委員会（森田守委員長）

（仮称）非居住住宅
利活用促進税の
検討状況（9/13）
居住者のない住宅の所有者に負
担を求め、居住の促進や土地等
の有効活用を図る新税の制度設
計案について、議論しました。

①ごみ収集運搬業務の
更なる効率化と持続
可能な体制の構築
（5/25）
公衆衛生を維持するための、業務の効率
化や災害発生時に対応できる体制の構
築等について、議論しました。

京都市中小企業等再起支援
補助金の特例措置（案）（7/9）
コロナ禍で影響を受けている中小企業等の
支援と京都経済の回復に向けた「再起支援補
助金」の制度を改正し、特例措置を設けるこ
とについて、議論しました。

①「京都市都市計画マスター
プラン」の見直し素案に対する
市民意見募集の結果（8/12）
社会経済情勢の変化や厳しい財政状況等
を踏まえ、新たな課題やニーズに対応した
都市づくりを進める案について、議論しま
した。

①敬老乗車証制度の
見直し（案）（8/11）
制度の持続可能性を高めるとともに、利
用者の選択の幅を広げ、高齢者の社会参
加を支援する見直し（案）について、議論
しました。

②「第5次京都市男女共同参画計画（案）」
に関する市民意見募集の結果
及び最終案（8/10）
ひとりひとりの個性が輝き、性別にかか
わらず、自らの能力を十分に発揮できる
社会を目指す男女共同参画計画の最終案
について、議論しました。

地下鉄烏丸線
竹田車両基地（8/27）
安全性の向上やバリアフリー
化等が図られ、外観や内装に伝
統産業の素材・技法をいかした
新型車両を視察しました。

②新たな「京都市住宅
マスタープラン」（素案）
に対する市民意見募集の結果（9/9）
持続可能で、誰もが安心・安全に暮らせ
る都市の実現につながる住宅政策を展
開するための新たな計画案について、
市民等からの意見を基に議論しました。

②学童クラブ事業に関する
新たな利用料金体系（8/11）
現在の世帯所得に応じた利用料金体系
を、利用実態に見合った新たなものとす
る案について、議論しました。

「京都市の持続可能な行財政の
確立に向けた答申」を踏まえた
行財政改革（6/21）
京都府立大学の宗田好史教授をお招きし、コ
ロナ禍と財政危機の「2つの危機」に本市がど
う対じすべきか、今後の成長戦略に何が必要
かについて、お話を伺いました。
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コロナ禍における
教育と福祉

ウィズコロナ社会における
持続可能な都市環境の創出

行財政改革

主
な
活
動
内
容

持続可能な
まちづくり
に向けて

市民福祉の向
上に向けて

コスト削減・暮
らしと安全を守
る体制確保

地域企業も
支援

行財政改
革の取組
と連動

行財政改革計画に位置付け

市の行財政改革や
コロナ対策など、暮らしに

深く関わることを
丁寧に議論しています。

委 員 会 の
ペ ー ジ は
こちら。
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